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地域交流研究センター活動報告
はじめに
　白梅学園大学白梅学園短期大学地域交流研究セ
ンタープロジェクト（以下「研究プロジェクト」）
は2009年度に附属の幼稚園立替に伴い、地域との
交流をどのように進めるのかを研究的にすすめる
ことをめざして設立された。プロジェクトのテー
マは「遊びと学びのコラボレーションによる地域
交流活性化システムづくりに関する研究―大学附
属幼稚園を拠点としてー」となっている。
　研究を進めるにあたって５つのプロジェクトを
立ち上げ、完成年度にはそれらのプロジェクトを
統合した地域交流のシステムづくりを目標として
きた。2014年度からは３つのプロジェクトに整理
して３年目を終えたところであり、プロジェクト
は以下の通りである。
１．地域交流プロジェクト
①総合的な地域交流プロジェクト（瀧口優代表）
　2016年度より遊び研究のプロジェクトの他に、
小平西地区地域ネットワーク、子育て広場の取り
組みが加わり、従来の世代間交流のコーディネー
ター講座と合わせて総合的に取り組んだ。
＜小平西地区地域ネットワーク＞
　2012年３月に設立して５年目に入り、府中街道
以西を４つのブロックに分けてブロックごとの集
まりを持つようにしてきている。全体の集まりと
しては地域懇談会が年に４回開かれ、講演と懇談
会を行ってきた。特に３月は５周年記念として居
場所づくりをすすめている代表に集まってもらっ
てシンポジウムを行った。各回のテーマは以下の
とおりである。
・2016年６月：DVD 上映「おじいちゃんの季節」
・2016年９月： 講演「障がいを持った子どもたち
とともに」（鈴木操氏）
・2016年12月： 講演「小平学・まちづくり研究所
の発足にあたって」（山路憲夫氏）
・2017年３月： シンポジウム「顔の見える地域の
居場所づくり－小平西地区の今ま
でとこれからー」
　また地域より世話人をお願いして、地域世話人
会を５回開催してきた。主に懇談会の企画、広報
としての「小平西のきずな」の編集、そして各ブ
ロックの打ち合わせを行ってきた。
　広報誌「小平西のきずな」は2015年度18号から
21号まで発行し、西ネット地域の取り組みや白梅
で行われていること等８頁から12頁立てで作成
し、地域内の個人や公的施設などに1000部（200通）
配布している。
　なお、小平公民館を会場とした中学生の勉強会
「わかったかい」も毎週木曜日夜に実施し、30人
を超える子どもたちと15人を超えるボランティア
スタッフで学習指導を行ってきている。
＜子育て広場＞
　３月に10周年の記念式典を行い、今年度は12年
目の取り組みとなった。７つの広場に加えて、外
部依頼の取り組みが増加し、ルネ小平のフェス
ティバル、上宿保育所父母会からの依頼などに参
加してきた。１年間の取り組みに参加した子ども
や保護者、あるいは高齢者等は2500人を超え、地
域とのつながりを作ってきている。
　学生と教員、それに子育て広場 OB/OG で組織
する三者懇談会も４回開催し、それぞれの課題を
出し合う中で今後の協力体制を維持発展していく
ことが確認されている。
＜世代間交流＞　
　世代間交流のコーディネーター講座（８月）を
行い、コーディネーターの養成を行った。また「世
代間交流第16号」を３月に刊行し、2015年度は17
号に取り組むことになっていたが遅れている。
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②障がいのある子もない子もワークショップ実践
的研究（杉山貴洋代表）
　2016年度の「だれでもワークショッププロジェ
クト」は、前年度と同様に、造形ワークショップ
と演劇ワークショップを実践した。
　未就学の障がいのある子どもを対象とした造形
ワークショップは、年間13回実施され、参加した
子どもは18名であった。この「だれでもワーク
ショッププロジェクト」は、このような定期的な
ワークショップの実践を通じて、地域連携の場の
形成を模索している。
③食育でつなぐ地域と大学教育研究（林薫代表）
　2016年度の「食育でつなぐ地域と大学教育」で
は、地域交流研究センターのおいしいお部屋を中
心としながら、食育ワークショップ６回、成果発
表を１回行った。参加した子ども及び保護者はの
べ約400名であった。近年、子どもの食をめぐっ
ては、発育・発達の重要な時期にありながら、栄
養素摂取の偏り、朝食の欠食、小児期における肥
満の増加、思春期におけるやせの増加など、問題
は多様化、深刻化し、生涯にわたる健康への影響
が懸念されている。また、親の世代においても食
事づくりに関する必要な知識や技術を十分有して
いないとの報告がみられ、親子のコミュニケー
ションの場となる食卓において家族そろって食事
をする機会も減少している状況にある。
　しかし、保護者にとっては、「食」は日常的に
頻度が高く、そのかかわりの成果が「子どもが食
べない」という形で表出することにより、子育て
への自信をなくすことや不安に繋がっている。こ
れらの現状を踏まえて、食を通じて、親子や家族、
地域との関わりを深め、子ども一人ひとりの“食
べる力”を豊かに育むための支援づくりが必要で
ある。本活動においても、子どもの豊かな食を営
む力の基礎作りと同時に、保護者の養育力の向上
を目指して、保護者と密に連携を取りながら進め
てきた。多くの家庭において、食への不安軽減や
家庭内での親子調理の機会を増加させ、成果とし
て出ている。本活動は2016年度キッズデザイン賞
「子どもたちの創造性と未来を拓くデザイン部門」
を受賞した。
　
２．発達教育相談室
　なお地域交流研究センターには発達・教育相談
室が含まれている。小平市内の学校や保育園、幼
稚園への支援として研修等に参加しているが、
年々希望が多くなっている。近年発達障がいを抱
えた子供たちが増え、幼稚園、保育園、小学校な
どで特別な支援が行われている。発達教育相談室
は、こうした現場での特別な支援に対して適切な
助言を行い、ネットワークづくりにも貢献してい
る。詳細については別途の報告書をお読みいただ
きたい。
　
おわりに－１年間を振り返って
　各プロジェクトはそれぞれのテーマと目標に
沿って取り組みをすすめてきたが、公開研究会な
どの開催には至っていない。地域交流研究セン
ターの運営委員会は今年度６回ほど開催したが、
従来教育・福祉研究センターが行っていた講座を
地域交流研究センターに移すに伴って検討するこ
とが生じたためである。
　この１年は小平西地区地域ネットワークや子育
て広場が地域交流研究センターに組み込まれたこ
とと、従来教育・福祉研究センターが担当してき
た講座が、地域交流研究センターの管轄になると
いうことでその対応に時間を取られてしまった。
今後は全体を視野に入れた取り組みを考えていく
必要がある。
地域交流研究センターのこれから
　地域交流の「地域」をどのようにとらえるのか、
研究センターとして常に問われる課題である。こ
の間の取り組みを通して地域を４つの種類に分け
た。まずは地球規模で考えた時には「地域」が「国」
等を表すこともある。次のレベルとして都道府県
単位で、白梅の場合は「東京都」が「地域」と呼
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ばれることもある。更に市町村等の地方自治体が
次のレベルとして考えられ、最後に居住地を中心
とした「地域」があり、地域交流研究センターは、
こうした自治体や「居住地を中心」とした「地域」
との関わりを追及することになる。
　2016年度より、子育て広場と小平西地区地域
ネットワークが地域交流研究センターの中に位置
付けられた。地域に関わる課題はすべてこの交流
センターで対応していくことになり、地域との関
係もより親密なものになっていくと思われる。だ
からこそセンターとして様々な情報を取り入れつ
つ、常に整理して発信していくことが求められる。
　また多くの教職員が地域への関わりを持ってお
り、それらの力を地域交流全体に広げていくこと
が必要になってきている。
＜地域交流関連会議＞
・ 小平市国際交流協会（KIFA）評議員（文化スポー
ツ課）
・ 小平市大学連携協議会（ブルーベリーリーグ）
（市民協働男女共同参画課）
・コミュニティバスを走らせる会（公共交通課）
・ 地域包括ケアシステム（西圏域、中央西圏域、
中央圏域、中央東圏域、）
 地域交流研究センター長
 瀧口　優
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